











































　2 型糖尿病の有病率が高いことから 2 型原因遺伝
子の探索対象として適しているメキシコ系アメリカ
人を対象として，罹患同胞対法による全ゲノム解析
が行われ，染色体 2 番長腕に 2 型糖尿病と連鎖する
領域 NIDDM1 がマップされた．15 番染色体上の
領域との相互作用を考慮に入れた解析によって連

























































　染色体 11 番の 11p13-p12 領域は日本人における
2 つの検討で，一致して 2 型糖尿病との連鎖を，日
本人を対象とした罹患同胞対法による全ゲノム解析
で認めており，糖尿病との連鎖の確からしさを表す
LOD 値も 3 以上と高く，日本人の 2 型糖尿病感受
性遺伝子座として有用であると考えられる6）．
　f）全ゲノム相関解析（ミレニアムプロジェクト）
























































































Ser20Gly 多型 Gly20 アリルが糖代謝正常者に比べ












































































表 3　個々人の遺伝素因に基づいた 2 型糖尿病に対するオーダーメイド医療の開発








（低発現型） 2 型糖尿病発症促進 アディポネクチン受容体作動薬
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